
昭和44年 3月 10日
月刊（毎月 10日発行）ひさあ（＝~話錫斜）第163号(1) 

農
業
の
う
つ
り
か
わ
り

ー
い
ま
は
所
得
百
万
円
台
の
患
家
に

冬
の
な
が
し
・
北
陵
の
雪
が
例
え
る
と
在

が
か
け
足
で
や
っ
て
ノ
、
る
μ

耕
す
小
川H
J

も

鈴
を
つ
け
て
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
と
縦
し
そ
う

で
あ
る
。
ネ
乙
文
の

m舶
・
え
唄
が
の
ど
か

に
春
風
に
の
っ
て
械
れ
る
も

亦
い
に
す
き

と
袖
な
し
は
服
さ
ん
か
、
花
賊
さ
ん
か
，

黄
粉
を
ま
ぶ
し
仁
刊
凶
え
お
に
レ
pu
り
は
お

い
し
か
っ
仁
b

ニ
う
レ
っ
た
旧
M
m・－え
吸
法

も
ト
一
フ
ケ
〆
ー
か
う
た
り
コ
ン
が
イ
ン
か

活
動
す
る
現
作
の
段
村
で
は
見
ら
れ
た
〈

な
っ
た
。

か
ん
わ
い
ん
で
は
あ
る
が
、
川
悦
討
の
い
、る

農
事
作
業
に
は
必
然
的
に
そ
の
作
終
肌
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
削
凶
え
、
稲
か
り

も
み
す
り
、
日
夜
う
ち
唄
な
ど
。
州
…
し
朝

日
町
で
は
大
家
正
の
田
福
え
唄
の
他
は
殆

ん
ど
き
か
れ
な
い
。
昨
秋
、
中
央
公
民
館

で
あ
っ
た
民
族
資
料
展
で
、
’
｝
の
議
機
具

は
何
に
使
っ
た
か
分
ら
な
レ
と
い
う
農
村

背
年
も
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
が
い
布
レ
頃
に

使
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
、
砕
を
似
し
ん
た

老
人
も
あ
っ
た。

藤
政
時
代
も
一元日町
を
す
い
R
U

る
と
、

料
消

の
主
導
権
が
町
人
の
手
に
移
行
し
た
む
各

織
で
も
殖
産
興
業
と
い
・
フ
経
前
の
た
て
庇

し
に
や
っ
－
B
と
な
っ
た
が
、
手
と
り
早
い

の
が
農
地
の
開
発
で
あ
っ
た
。
舶
の
十
村

役
伊
東
彦
四
郎
が
、
英
大
な
滋
の
資
金
を

投
じ
て
黒
部
用
水
を
作
り
愛
本
の
原
野
を

開
墾
し
た
。
加
賀
の
泰
樹
銭
屡
五
兵
衛
の

か
い
間
農
民
は
約
下
分
、
品
市
政
時
止
に
そ

れ
は

1
の
前
借
な
る
年
U
M
米
に
泣
し
め
ら

れ
て
き
た
し

政
府
は
，
－ん
と
投
柴
山
北
町
を
だ
し
・
一つ

け
川
は
：
・
十
九
れ
年
に
操
指
叫
本
法
が
制
店

さ
れ
て
か
ら
‘
凶
の
出
来
政
府
の
小
心
内
全

．
山
小
ナ
も
の
と
し
句
作
凶
会
に
記
さ
れ
る

w

勺
肢
の
－N
3は
州
十
二
分
・
か
ら
凶
十
一一一九・

に
か
け
て
、
附
，
町
村
は
か
つ
て
な
い
繁
，
栄
に

い
と
ま
れ
た
か
、
そ
れ
は
主
に
米
闘
な
ど
良

凶
物
の
阿
絡
の
似
上
り
と
、
出
か
せ

g
な

七
段
京
以
外
の
収
人
刑
に
よ
る
も
の
に

と
し
て
い
る
，

ww家
の
所
側
同
は
ニ
の
日
午
皮

z
．
；
μー
ワ
J
I
f

－－J
o
l
こ
工
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f
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文部省委嘱

婦人学級を終えて
一 大家庄婦人会一

大
家
庄
婦
人
会
は
、
本
年
第
二
回
目
の

文
部
省
委
嘱
の
婦
人
学
級
を
開
設
し
た
が

本
年
度
は

「
市
民
性
を
蔵
め
生
活
に
計
画

を
も
と
う
t

、
を
主
姐
と
し
て
、
生
活
設

計
を
主
な
る
研
究
項
目
と
し
て
こ
の

一
年

間
学
習
を
進
め
、
こ
の
ほ
ど
学
級
を
終
了

し
た
が
、
そ
の
反
省
と
し
て
左
の
よ
う
な

成
果
を
挙
げ
た
こ
と
を
認
め
た
ω

1
．
国
や
県
、
市
町
村
の
委
鴫
の
渇
合
は

関
係
諸
団
体
か
ら
の
補
助
が
あ
る
た
め

講
師
の
招
へ
い
や
、
地
域
外
の
視
察
学

習
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
の
面
に
お
い
て

学
習
を
効
果
的
に
行
な
う
こ
と
が
で
き

る。
2
．
近
代
的
建
築
を
誇
る
地
区
農
協
会
館

を
利
用
し
た
た
め
、
照
明
や
暖
房
は
も

ち
ろ
ん
、
暗
幕
装
置
ま
で
完
備
さ
れ、

視
聴
覚
学
習
の
面
に
お
い
て
も
極
め
て

朝
日
町
中
央
農
協

大
同
合
併
に
踏
み
き
っ
た

五
農
協
四
月
一
日
発
足

写
真

品

合
併
予
備
契
約
調
印
式
風
景

ス
ム

ー
ズ
に
行
な
わ
れ
た
。

3
．
急
激
な
社
会
の
変
化
に
伴
い
、
特
に

政
村
で
は
、
家
放
の
生
活
週
間
に
も
と

ず
く
家
計
の
長
期
設
計
が
必
要
で
あ
り

全
体
の
上
に
立
つ
て
の
短
期
設
計
及
び

予
算
鋭
部
の
盟
嬰
さ
を
、

各
倒
人
が
体

験
を
過
し
て
一
崩
よ
く
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

4
．
消
費
者
と
し
て
の
立
渇
か
ら
、

の
購
入
技
術
の
可
否
が
大
き
く
家
計
に

影
窃
す
る
た
め
、
そ
の
選
択
と
使
い
方

の
科
学
的
な
知
臓
の
必
要
な
こ
と
を
具

体
的
に
よ
く
学
習
す
る

こ
と
が
で
き

た
。

5
．
郷
土
文
化
の
学
習
で
は
、
館
の
城
祉

や
柏
原
家
謀
碑
郡
、
耕
地
絵
理
の
大
先

党
者
、
藤
井
十
一
二
郎
氏
等
の
お
話
を
聞

き
、
祖
先
の
体
教
に
今
更
の
ご
と
く
感

銘
を
深
く
し
た
。

炭
紫
を
と
り
ま
く
社
会
的
経
情
的
諸

条
件
の
急
激
な
変
化
に
対
処
し
、
哉
氏

の
協
同
組
織
と
し
て
政
協
の
総

会
な

発
展
を

は
か
る
た
め
、
境
、
笹
川
、

泊
、
五
ゲ
店
、
南
町
開
、
各
州
鵬
協
が
合
併

し
、
朝

u町
中
火
山凶
協
と
し
て
発
足
す

る
こ
と
に
協
議
が
蛇
い、

去
る
二
ハ
二

十
・一
日
A
H
川町
↑
例制
欠
航
抑
制
が
行
な
わ

れ
、
ま
た
、

一一
川
二
十
山
い
に
あ
民
協

が
一
斉
に
〈n
併
の
た
め
の
総
会
を
附
依

し
、
問
刀

一
日
よ
り
朝
日
町
中
火
操
業

協
同
組
合
と
し
て
発
見
す
る

F

」
と
に
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
員一一、

三
八
九
人
で
結
成
さ
れ

る
中
央
袋
協
が
今
後
、
事
業
料
営
の
拡

大
に
併
せ
、
肌
訳
業
生
産
力
の
榊
進
と
、

組
合
員
の
社
会
的
経
済
的
地
位
の
向
上

に
寄
与
さ
れ
、
併
せ
て
新
農
協
の
発
阪

を
望
み
ま
す

。

商
ロロ

6
．
移
動
学
期闘
で
は
、
間
保
公
民
館
の
一
本

代
的
設
附
と
、
そ
の
迎
判
ル
』肋
ね
、
ま

た
、
百
附
域
靴
を
中
心
と
す
る
県
山
公

園
の
規
段
、
続
凶
所
靴
や

．
以
断
、

持

に
、
宮
崎
浜
山
京
地
り
遺
跡
や
そ
の
出

土
ロ
m
や
発
捌
の
状
況
得
に
つ
い
て
の
ス

ラ
イ
ド
学
習
に
よ
り
、
わ
が
郷
土
に
対

す
る
盟
諸
を
深
め
、
私
述
と
同
問
先
や
子

孫
と
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
感
銘
を
新

に
し
た。

7
．
学
習
の
時
刻
に
ヴ
い
て
会
員
が
、
時

刻
を
厳
守
し
、
そ
れ
に
協
力
す
る
態
皮

が
表
わ
れ
、
よ
く
そ
れ
が
守
ら
れ
た
こ

と
も
大
き
な
収
穫
の
一
つ
で
あ
っ
た。

！消防署だよりi
春

運の
動火
行災
な 予
わ防
れ
る

四
月
一
日

l
七
日

あ
あ ι

知~ t; 
こは

‘ さ
事

を <l) 

り

な

朝
日
町
の
昨
作
中
に
お
け
る
火
炉
売
作一

件
数
は

一
O
件
で
、
拍
自
制
は
約
じ

μ
ーん

円
と
な
り
ま
し
た
。

川
以
近
全
問
的
に
火
災
が
矧
発
し
、
多
数

の
人
が
焼
死
す
る
と
い
う
捕
ま
し
い
市
例

が
附
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
当
地
方

は
こ
れ
か
ら
春
季
に
か
け
て
、
北
陸
地
方

独
特
の
フ

ェ
ー
ン
現
象
と
い
う
特
妹
気
象

い

に
見
舞
わ
れ
、
出
火
率
も
高
く
、
出
火
と

同
時
に
家
の
中
が
火
の
海
と
な
る
事
も
予

想
さ
れ
ま
す
。

出
火
の
際
に
備
え
、
主
婦
等
が
中
心
と

な
り
家
放
防
災
会
議
を
開
き
、
消
防
署
へ

の
通
報
「

一
一
九
番
L

避
難
の
方
法
等
を

協
議
し
て
み
て
は
如
何
が
で
し
ょ
う
。

－
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
事
。

2
習
の
た
の
破
損
し
た
煙
突
は
早
く
見
つ

け
て
補
修
す
る
。

3
．老
人
、
子
供
、
病
人
は、

つ
と
め
て
階

下
に
寝
か
す
よ
う
に
す
る
。

4
．
外
出
や
寝
る
時
は
、
必
ず
も
う
一
度
火

の
元
を
た
し
か
め
る
。

5
．火
災
は
初
別
で
あ
れ
ば、

わ
ず
か
の
水

で
消
す
事
が
出
来
る
の
で
、
普
段
か
ら

パ
ケ
ツ
に
水
を
準
備
し
て
お
く
事
。

6
火
災
が
発
生
し
、
避
難
す
る
時
は
、
在

人
、
子
供
、
病
人
、
等
を
先
に
避
般
さ

せ、

雌
鍛
ず
る
際
は
嬰
勢
を
日
放
る
．た

け
低
く
す
る
レ

－

m慌
で
火
災
を
知
ら
せ
る
時
は
、
開
場
所

M
M
、
状
況
、
を
わ
か
り
易
く
つ
げ
る

郁、

火
災
の
時
の
屯
話
者
叫すは

一．
一一

九
孫
」
で
す
。

「
ニ
1
0
0
0九
番
」

で
お
願
い
し
ま
す
ら

森
の
火
災
予
防
運
動

て

期

間

四

月

一
hH
H
I

－－
七
れ

一
、
ず
防
査
察
矧
問
中
に
的
防
署
員

問
員
等
に
よ
る
各
戸
査
察

が
行
な
わ
れ
ま
す
。

一
、
サ
イ

ν
ン
吹
鳴

朝
七
時
、
夜
九
時
、
の
ご
凶

日
秒
鳴
6
秒
休

三
国

火
災
の
際
、
現
場
は
非
常
に
混
雑
し
て

お
り
、
消
火
活
動
の
さ
ま
た
げ
に
な
り
ま

ず
か
ら
、

自
家
用
自
動
車
、
オ

ー
ト
バ
イ

山
転
車
勾
は
別
掛
近
く
へ
来
入
れ
な
い
で

く
．
た
さ
い
。

的
防
耶
が

サ
イ
レ
ン
ル
』明
ら
し
て
近
づ

い
て
来
た
時
、
迎
行
中
の
白
動
車
等
は
、

泊
路
の
左
側
に
よ

っ
て
停
止
し、

消
防
取

の
泊
過
な
待
っ
て
か
ら
、
運
行
し
て
下
さ

い
ω

（消
防
署
）



今
年
も
四
日
一
日
よ
り
全
国
捗
げ
て
の

緑
化
運
動
が
展
開
さ
れ
、
緑
化
の
維
進
計

四
が
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
と
し
は
天
皇
、
皇
后
両
陛
下
を
お
迎

え
し
て
、
五
月
二
十
六
日
砺
波
市
頼
成
山

に
お
い
て
、
第
二
十
回
全
国
植
樹
祭
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

緑
化
の
推
進
は
、
治
山
、
治
水
に
、
ま

た
環
境
衛
生
上
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
事

業
で
も
あ
り
、
年
々
わ
が
朝
日
町
も
、
皆

援
の
協
力
の
も
と
緑
化
さ
れ
つ
L

あ
る
こ

と
は
、
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

こ
の
緑
化
週
間
に
呼
応
し
、

次
に
よ
り

苗
木
即
売
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
全
国

植
樹
祭
を
記
念
す
る
意
味
に
お
い
て
、
山

に
、
家
庭
に
一
人
一
本
必
ず
植
殺
し
ま
し

ょ
弓
ノ
。
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寸
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山
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「
l
緑
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記

一、

日
時

、
場
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催

あ

四
、
後
援
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町
内
小
・
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校
l
J

「
l
卒
業
式
と
入
学
式

L

卒

業

式

三
月
十
七
日

三
月
二
十
日

＝
一
月
二
十
二
日

入

学

式

四
月
二
日

四
月
四
日
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区
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学
校
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地
区

次

勝

南

保

地

区

一

般

男

子

優

勝

南

保

地

区

次

勝

泊

三

一弘

綜
ム
以

後

勝

南

保

地

ば

次

勝

五

倍
山
地
区

個
人
成
制

小

学

校

男

子

一

位

吉

田

克

弘

（

南

保

）

二
位
波
団
連
志
（
宮
崎
〉

一｝
一
位
平
田
俊
彦
（
泊
三
区
）

女

子

一

位

柚

木

直

美

（

南

保

）

二
位
山
本
美
代
氏
〈
南
保
）

三
位

川

上
香
代
子
（
南
保
）
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一

て

高

を

6
円

ま

て

期

届

料

で

日

で

諌

マ

、

…

劃
一
一
・

ヵ

由

時

と

万

れ

つ

請

ず

数

同

市

ま

業

中

、

リ

川

川

．一・一一け

熱

野

す

3
ら

創

出

叩

必

手

叩

月

日

産

鳥

、

バ

川

蜘
同
一
’

育

が

ま

、

E

に
り
ら
可

1

3

初

場

野

ロ

ヒ

川

町
こ
一
J

1

飼

す

レ

か

け

一

既

よ

か

許

間

年

月

役

な

ジ

咽

附

川

一

を

の

ま

て

役

処

で

に

た

。
年

己
糾

3
町
要
メ
ロ

川
口
一

T
島

り

し

懲

に

し

記

し

い

き

言

和

り

日

必

、

ジ

ソ

－

m

鮪
一
百

小

あ

養

の

金

な

左

ま

さ

つ

附

よ

朝
の

λ

オ
ウ
川

川

を

一

件

－
L

飼

下

問

証

は

け

下

に

可

イ

ホ

、

川

M
V
一
寸

近

つ

で

以

の

可

人

設

て

羽

問

先

酌

グ

、

ワ

崎

川

明

二

最

り

断

月

下

。

許

る

を

出

1

。

付

縫

・

ソ

ヲ

ヒ

畑

山
間
「
一

ま

無

ゲ

以

す

い

聞

け

は

す

期

受

飼

ガ

マ

…
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芸
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圭
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町民
スキー大会

郡民 一

ー
原
＋
＝
一
回
目
町
民
ス
キ
l
大
会

l

一
一
月
九
日

三
峯
ス
キ
1
場

中

学

校

一
位
広
田
慎
一
郎
〈
五
箇
庄
）

二
位
小
杉
義
弘
（
山
崎
）

三

位

民

井

逃

〈

能

川

）

一
位

判

村

脱

子

（
五
間
政
）

二
位
判
村
修
子
〈
ぶ
倒
任
）

一
一
一
位
大
総
英
和
子
（
陶

似）

一
般
男
チ一

位
帯
場
二
一
見
（
拍
三
氏
）

二
位

深

松

博

率

（
笹
川
）

三

位

土

井

比

（

南

保

）

男
チ

・f,i;' 
-f-

郡
民
体
育
大
会
第
ニ
回
ス
キ
l
m
銭
会

二
月
十
六
日
宇
奈
月
ス
キ
1
場

（
種
目
は
各
部
と
も
大
回
転
の
み
）

中

学

男

子

二

位

広

田
慎

－一
郎
（
泊
中）

女

子

二

位

河

村

粒

子
（
泊
中
）

一
般
女
子

一
位

本

悶

明

子

少
年
の
部
二
郎

一

位

円
付
秀
倍
二
位

れ
何
年
の
部

（
一
郎）

一ニ
位

（
二
部
）
一
似

二
位

瓜
生
俊
成
一
一
一位

成

年

の

部

二

位

山 l依 l1!l勝 大

型沢 !Fl原浜
荻義イii¥ 消
郎弘ク］升光

第
八
園
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

二
月
二
十
四
日
泊
中
学
校

優
勝
泊
一

一弘

次
勝
泊
二
区

優

勝

大

家

庄

次

勝

笹

川

次
勝
泊
一
区

男
子

女
子

花
グ
w

l
プ

〈

横

尾

）

花
売
上
げ
代
金
二
一、
0
0
0円

六、

小

沢

結

（

本

町）

賞
品
と
引
替
え
に
地
主
を
募
金
問
に

入
れ
た
半
金

－
九、

O
ニ
O
円

七

、

畠

山

川

（

下

町

）

拾

純

金

一

、

0
0
0川

八

、

松

本

正

夫

（

宮

崎

）

貧
し
い
人
へ
（
一
円
玉）

九
七
二
円

九

、

広

幅

荘

蔵

（

中

町

）

年
末
助
け
合
い
大
死
出
利
益
金
の
一

部

丘

、

0
0
0円

一口

、

八

日

会

〈

泊

）

寄

付

金

六

、

0
00
円

二
、
陸
田
み
志
（
一
ニ
浦
町
）

匿

名

福

祉

事

業

に

六

、

0
0
0円

貧

し

い

人

へ

一

、

0
0
0円
以

上

寸」

O
年
賀
状
で
知
人
の
郵
便
番

た
新
し
い
年
賀
は
が
き
が
手
元
に
残
ウ
て

口

一

E
Z記
録
し
て
お
き
ま
い
ま
せ
ん
か
、

八
円
の
も
七
円
の
も
、
と

ー

か

し

よ

う

も

に

、

二
円
出
せ
ば
郵
便
局
の
窓
口
で
瞥

揺

す

過
の
は
が
主
と
交
換
し
ま
す
。

の
で

局
川

政

‘1
4
1

一
ど

続
々
と
美
徳
の
滴

昨
年
十
二
月
か
ら
今
年
一

月

ま
で
に
、
朝
日
町
善
意
銀
行
に

頭
託
さ
れ
た
方
々
の
氏
名
を
公

報
紙
上
に
炎
発
し
謝
意
を
ポ
し

ま
す
。

（

敬

称

略〉

一
、
勝
原
美
由
樹（

南
保
、
地
）

家
提
募
金
一
、
五
八
八
円

竹

内

秀

樹

（
笹
川
）

新

聞

原

稿

料

凹

O
O円

三
、

中

井

き

よ

（

富

山

市

）

小
川
、
大
家
庄
、
保
育
所
指
定
寄
付

二、

0
0
0円

まの、I 善意
四

年
賀
状
の
交
換
で
、
あ
ら

た
に
相
手
の
郵
便
者
号
が
わ

か
っ
た
も
の
な
ど
、
住
所
婦

に
記
録
し
て
お
き
ま
し
ょ

，「ノ。
こ
ん
ど
お
便
り
す
る
と
き

大
変
便
利
で
す
。

O
相
手
の
町
名
や
署
地
変
更
が
な
い
か
気

を
つ
け
て
見
ょ
う

全
国
で
は
い
ま
住
居
表
示
制
度
が
突
枇
相

さ
れ
て
お
り
、
住
居
は
そ
の
ま
ま
で
も
町

名
や
番
地
の
部
分
ま
で
新
し
い
呼
び
名
に

変
っ
て
い
る
の
が
あ
り
ま
ず
か
ら
気
を
つ

け
て
調
べ
て
見
た
上
で
整
理
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

0
・
置
き
鍋
じ
た
も
の
や
、
幽
し
賎
し
年
貨

は
が
き
は
普
通
の
は
が
き
と
交
倹
し
志

オ宛
名
を
寄
き
損
じ
た
年
賀
状
や
、
余
つ

.h: 
－、O

転
居
さ
れ
た
方
は
郵
便
局
へ
も
転
居
通

知
を

住
居
の
移
転
や
近
く
転
居
さ
れ
る
予
定

の
方
な
ど
は
、
郵
便
局
へ
も
ご
連
絡
く
た

さ
れ
れ
ば
郵
便
物
の
迷
子
は
・で
き
ま
せ

んむ
郵
便
貯
金
五
兆
円
を
突
破

郵
便
貯
金
の
現
在
高
は
本
年
二
月
七
日

遂
に
五
兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

明
治
八
年
、
発
足
以
来
九
十
三
年
間
に

積
み
上
げ
ら
れ
た
ζ

の
巨
額
な
郵
便
貯
金

は
、
国
民
経
済
の
発
展
や
国
民
生
活
の
向

上
の
た
め
に
佼
わ
れ
て
レ
ま
す
。

朝
日
町
に
お
い
て
も
レ
ま
ま
で
約
四
十

二
他
円
の
お
金
が
い
ろ
い
ろ
の
面
に
融
通

さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
か
今
後
共
郵
必
貯
金

m強
の
た
め

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

a品・
n
L
n
H
U
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八
そ
の
四

V

昔
の
新
聞
社
は

政
党
の
言
論
発
表
機
関

｜

自
由
民
権
運
動
と
新
聞

｜

広
川山

間
さ
ん
は
そ

の
頃
盛
に
政
談
演

説
な
ど
や
ら
れ
た

ん
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。

山
岡い

や
み
め
、
政
談

演
説
の
親
方
は
こ

こ
に
い
ま
す
よ
。

（
谷
口
同
松
次
郎
氏

を
指
す
。
（
笑
い
〉

広
川先

日
H

ど
話
に
出

ま
し
た
河
村
政
治

は
私
の
家
内
の
お

じ
い
さ
ん
に
あ
た

る
ん
で
す
が
、
こ

の
人
に
よ
く
聞
い

た
も
の
で
す
が
、

十
五
｜
六
才
の
頃

か
ら
政
談
演
説
を

や
っ
た
そ
う
で

す
。
そ
う
い
っ
た

こ
と
か
ら
考
え
て

そ
の
時
分
に
自
由

民
権
思
想
に
関
係

す
る
運
動
家
が
、

こ
の
地
方
に
相
当

い
た
も
の
で
し
ょ

う
か
ね
。

野
島自

由
民
権
運
動

と
い
う
の
は
教
科
書
的
に
言
え
は
、
明
治

六
年
頃
か
ら
始
ま
る
こ
と
に
な
る
ん
で
す

が
、
そ
こ
で
自
由
民
権
運
動
と
い
う
こ
と

ば
で
す
が
、

国
会
単
位
の
も
の
か
、
あ
る

い
は
市
町
村
単
位
制
何
度
の
も
の
か
、
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
市
町
村
単
位

稗
皮
の
自
由
民
織
運
動
家
は
明
治
十
年
代

に
は
も
う
い
ま
し
た
。

司
会国

会
単
位
の
自
由
民
権
運
動
家
は
や
は

り
い
た
ん
で
ず
か
。

野
島国

会
単
位
で
は
、
や
っ
と
明
治
十
五
年

か
ら
十
六
年
に
か
け
て
、
入
善
の
米
沢
紋

三
郎
さ
ん
が
、

自
由
民
権
運
動
を
富
山
県

分
離
の
形
で
出
さ
れ
た
わ
け
で
す
ね
、
こ

の
間
私
は
N
H
K
か
ら
頼
ま
れ
て
米
沢
紋

三
郎
さ
ん
に
つ
い
て
語
っ
た
ん
で
す
が
、

あ
れ
は
や
は
り
、
自
由
民
権
運
動
と
い
う

ふ
う
に
、
分
県
運
動
と
別
に
さ
れ
た
方
が

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
っ
た
ん
で
す
け

れ
ど
も
ね
、
富
山
県
の
自
向
氏
機
運
動
ら

し
い
も
の
は
県
東
に
は
な
い
ん
で
す
ね
。

た
ど
、
さ
っ
き
も
宮
っ
た
よ
う
に
明
治

十
年
代
に
、
小
沢
両
家
と
か
、
伊
東
家
が

で
て
お
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
、
そ
う
は
っ
き

り
と
自
由
民
権
運
動
に
入
っ
て
お
ら
れ
な

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
、
先
ほ

ど
山
岡
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
よ
う

に
、
た
記
載
員
記
、
議
員
だ
と
討
う
が
、

明
治
の
中
頃
ま
で
の
議
員
は
本
当
に
町
の

為
に
尽
す
、
場
合
に
よ
っ
て
は
政
府
を
相

手
に
対
抗
し
牢
獄
へ
投
ぜ
ら
れ
て
も
か
ま

わ
な
い
、
そ
う
い
っ
た
気
揖
を
も
っ
て
い

た
ん
で
す
。
そ
れ
か
ら
明
治
の
二
十
年
か

ら
明
治
の
終
り
に
な
る
と
、
牢
獄
に
は
入

ら
れ
な
い
よ
う
に
国
や
町
村
の
た
め
に
働

く
と
い
っ
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、
先
ほ
ど

申
し
上
げ
た
、
十
年
代
の
両
小
沢
さ
ん
や

伊
東
さ
ん
、
二
十
年
代
の
河
村
政
治
さ
ん

や
阿
部
さ
ん
な
ど
、
県
や
町
の
た
め
に
や

ろ
う
と
い
う
気
迫
は
あ
る
が
政
府
と
斗
か

つ
て
で
も
と
い
う
気
概
は
な
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
二
十
年
代
に
な
っ
て

河
村
政
治
さ
ん
や
、
い
ま
の
阿
部
品
開
科
医

さ
ん
の
お
じ
い
さ
ん
あ
た
り
が
、
県
議
会

に
出
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
人
た
ち
も

町
の
た
め
に
尽
そ
う
、

国
の
た
め
尽
そ
う

と
い
う
気
概
は
十
分
見
え
て
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
政
府
と
戦
い
、
あ
る
い
は
牢
獄
に

人
っ
て
も
、
と
い
う
ん
気
概
は
な
か
っ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

町
村
単
位
の
自
由
民
権
運
動
に
至
っ
て

は
、
も
っ
と
小
さ
な
も
の
で
、

こ
れ
は
部

務
の
た
め
に
働
く
と
い
う
よ
う
な
も
の
で

自
由
民
援
運
動
と
い
う
の
は
ち
ょ
っ
と
大

げ
さ
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
う
ん
で
す
。

大
平
一

千
は
り
地
域
代
表
性
だ
と
か
、
科
書
関

係
の
結
び
つ
き
だ
と
か
、
そ
う
い
γ

う
ふ
う

な
も
の
が
、

地
方
へ
く
る
と
川
て
く
る
わ

け
で
す
か
。

野
島、え

L

そ
う
で
す
ね
。

新
聞
は
政
党
の
機
関
紙
で

あ
っ
た

司
会県

下
に
お
け
る
向
的
民
地
欄
述
動
と
い
う

も
の
は
相
当
憾
で
あ
っ
て
、
ぞ
れ
が
次
第

に
言
論
の
発
表
機
閣
と
し
て
新
聞
社
を
作

っ
た
り
、
本
を
出
版
し
た
り
し
て
い
た
の

が
戦
後
は
国
民
の
公
器
と
し
て
全
く
中
立

的
な
立
場
に
な
っ
℃
新
聞
社
と
い
う
も
の

が
政
党
か
ら
離
れ
て
独
立
し
た
と
い
う
よ

う
な
見
方
を
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
広
川

さ
ん
、
大
体
そ
ん
な
も
の
で
す
か
。

広
川そ

う
で
し
ょ
う
ね
、
結
局
、
政
治
か
ら

出
発
し
て
新
聞
が
で
会
て
い
ま
す
よ
ね
。

ま
あ
政
党
の
機
関
紙
で
し
た
ね
、
宮
山

県
も
、
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
あ
っ
た
し
、
そ

れ
か
ら
各
大
き
な
町
あ
た
り
に
小
さ
い
新

聞
が
で
き
た
の
も
、
大
て
い
は
背
卦
に
は

政
友
会
系
、
態
政
会
系
と
い
う
よ
う
な
形

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
ね
。

大
平
一

今
の
新
聞
と
は
か
な
り
性
絡
が
ち
が
っ

て
く
る
わ
け
で
す
か
υ

広
川え

え
報
道
で
は
な
く
、

一
つ
の
主
張

と
か
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
の
せ
て
い
た

わ
け
で
す
よ
ね
。

苦
し
か
っ
た
戦
後
の
社
会

主
義
運
動

司
会戦

後
に
な
っ
て
、
特
に
社
会
主
義
運
動

と
い
う
も
の
が
非
常
に
盛
に
な
っ
て
・
8
た

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
に
つ
レ
て
谷
口
さ
ん

尖
際
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
立
財
で
戦
前
戦

後
を
通
じ
て
何
か
あ
り
ま
し
た
ら・・－－－－
b

谷
口広

は
ま
こ
と
に
お
恥
し
い
政
治
組
助
を

や
っ
た
者
で
も
あ
る
し
、
ま
た
、
大
泉
運

動
も
や
っ
た
と
人
に
も
言
わ
れ
て
し
γ

ま
す

か
、
こ
の
席
に
は
、
理
論
的
に
は
恥
よ
り

も
じ
よ
う
ず
に
ま
と
め
て
話
さ
れ
る
大
家

も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
が
υ

実
際
運
動
に
対
し
て
谷
松
は
、

こ
う
ir

う
奴
だ
と
い
う
と
こ
ろ
へ
い
っ
た
と
レ

5

A品
τ

’a
n
U

こ
と
は
、
私
は
旅
か
ら
朝
日
町
へ
来
て
住

ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
の
町
に
お
い
て
、

昭
和
二
十
年
か
ら
、
マ

ツ
カ
1
サ

l
司
令

部
へ
、
い
ろ
い
ろ
の
履
歴
書
や
そ
の
ほ
か

の
も
の
を
出
し
た
り
し
た
者
は
私
一
人
．
た

と
思
い
ま
す
、
理
論
的
に
は
社
会
主
義
と

か
、
思
想
的
に
ま
と
め
ら
れ
る
人
は
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
ナ
が
、
ほ
ん
と
う
の
政
治

活
動
を
言
え
る
人
は
少
い
と
思
い
ま
す
。

世
上
に
立
っ
て
話
さ
れ
る
場
合
で
も
何
で

も
じ
よ
う
ず
に
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

谷
口
松
次
郎
ほ
ど
、
伶
い
人
、
そ
う
で
な

い
人
を
宮
わ
ず
に
一
本
立
ち
に
立
ち
上
っ

た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
は
ホ
ヲ
を
吹
く

の
で
は
な
い
で
す
が
、
実
際
の
あ
り
方
を

見
て
で
す
よ
、
ま
あ
議
員
に
な
ら
れ
た
方

も
お
ら
れ
ま
す
が
、
い
か
に
苦
労
し
た
か

恥
を
か
い
た
か
、
人
に
何
を
し
て
い
る
の

か
と
言
わ
れ
て
ま
で
も
や
っ
た
こ
と
は
事

実
で
あ
り
ま
す
ι

こ
こ
へ
細
川
さ
ん
も
来
て
お
い
で
に
な

り
ま
す
が
、
偉
い
人
は
東
京
に
い
て
裏
づ

け
の
文
掌
を
出
し
て
お
ら
れ
る
、
ま
た
、

あ
な
た
方
は
社
会
主
義
の
何
で
あ
る
か
は

ち
ゃ
ん
と
知
っ
て
お
ち
れ
る
、
知
っ
て
お

ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
自
分
の
地
元
へ
き
て

や
る
こ
と
は
な
か
な
か
，た
っ

た
も
の
で

す
。
自
供
が
こ
う
し
て
進
む
の
に
、
あ
な
た

の
お
名
前
を
貸
し
て
は
し
い
と
た
の
ん
で

も
、
指
ん
で
や
っ
て
く
れ
る
人
は
な
か
っ

た
で
す
よ
、
ぶ
の
や
っ
て
い
た
聞
の
事
実

で
す
u

い
ま
に
な
っ
た
ら
平
均
化
し
て
し

ま
っ

て
、
一
ぷ
で
も
み
な
、
社
会
的
に
こ
う

な
ん
だ
と
い
う
－
b
う
に
J
っ
て
お
ら
れ
る

け
れ
ど
も
、
弘
が
や
っ
た
頃
は
占
領
軍
が

い
て
も
っ
と
も
き
び
し
い
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

お
前
は
、

大
政
興
賀
会
の
幹
部
を
や
っ

て
い
た
と
か
、
お
山
は
何
在
し
て
い
た
、
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田
ん
ぼ
を
ど
れ
だ
け
も
っ
て
い
る
と
か

い
う
こ
と
で
、
社
会
党
の
党
員
に
な
る
こ

と
自
体
も
、
富
山
県
に
き
て
い
た
米
軍
の

マ
イ
ツ
ト
コ
l

カ
！
と
い
う
少
尉
も
容
易

に
認
め
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
私
が
入
る
と
き
で
も
、
増

山
直
太
郎
さ
ん
な
ん
か
、
あ
ん
な
保
守
党

社
会
科
学
者

に
い
た
よ
う
な
奴
は
入
れ
ら
れ
な
い
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
引
払
は
下
新
川

に
五
十
名
の
党
員
を
添
え
て
、
マ
ヅ
カ
1

サ
l
司
令
部
の
承
認
を
得
て
下
新
川
文
部

と
い
う
も
の
を
作
り
ま
し
た
、
そ
の
後
の

こ
と
は
時
間
の
関
係
で
省
略
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

細
川
嘉
六
氏
の
難

民自
史本
L- C/J 

及璽

マ霊
ー寸 羽浪

芸雲
号室
需主
と唆
尽し
ゃて
Lー ム

さ丞
ーに一寸

い植

ー

絞
左
官
’
件

（泊
事
件
〉
の
由
来

l

司
会谷

口
さ
ん
は

ιと
し
て
戦
後
の
運
動
で

ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
前
に
自

由
民
指
運
動
ゃ
、
い
わ
ゆ
る
社
会
主
義
運

動
と
関
連
し
て
、
町
出
身
の
社
会
学
者
で

あ
っ
た
細
川
高
六
さ
ん
、
も
う
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
細
川
高
六
さ
ん
に

関
し
て
い
ろ
い
ろ
朝
日
町
と
し
て
後
世
に

残
る
よ
う
な
話
も
あ
り
ま
す。

ち
ょ
う
ど
弟
さ
ん
の
直
次
郎
さ
ん
も
お

い
で
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
細
川

高
六
さ
ん
を
中
心
と
し
て
紋
左
事
件
な
ど

と
い
う
も
の
も
皆
さ
ん
の
ご
記
憶
に
残
っ

て
い
る
．
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
細
川
さ
ん

紋
左
事
件
に
つ
い
て
何
か
お
話
願
え
ま
せ

ん
か
。

細
川

(5) 

ち
ょ
う
ど
こ
こ
に
紋
左
の
お
か
み
さ
ん

が
見
え
て
お
ら
れ
て
、
何
か
持
っ
て
き
て

お
い
で
の
よ
う
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
に
何

か
状
況
に
つ
い
て
で
す
か
。

司
会

え
』
そ
う
で
す
。

細
川そ

う
で
す
ね
、
あ
れ
は
昭
和
十
七
年
七

っ
た
か
と
思
う
ん
で
す
が
、
空
襲
が
く
り

か
え
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
と
き
に
、
私
の

兄
が
つ
れ
て
き
た
若
い
人
た
ち
ね
、
間
ー

五
人
お
ら
れ
た
で
し
ょ

5
0

柚
木そ

う
で
す
ね
、

五
人
ほ
ど
だ
っ
た
で
し

ょ
う
か
。

野
島六

1
七
人
お
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
う
か
ね
、
満
鉄
調
査
部
だ
け
で
も
四
人

ぐ
ら
い
お
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
れ
に
、
改
造
社
だ
と
か
東
洋
経
済
社

か
ら
も
き
て
お
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が

ね
。

柚
木改

造
社
か
ら
も
き
て
お
ら
れ
ま
し
た
、

働
い
て
も
ら
っ
た
の
で
、
新
し
い
魚
を
私

の
所
で
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
る
と
い
っ
て
こ

ら
れ
た
の
で
ナ
。

野
島そ

う
で
す
ね
、
一
，植
民
史
」
と
い
r
J
火

変
ウ
一
派
な
本
を
出
版
さ
れ
た
ん
で
す
、
ぞ

れ
の
お
礼
と
い
う
ニ
と
で
こ
ら
れ
た
ん
じ

ゃ
な
い
で
す
か
、
た
し
か
十
七
年
七
バ
の

は
ず
で
す
。

柏
木そ

う
で
す
、
ゆ
か
た
を
着
て
お
ら
れ
ま

し
た。

細
川そ

れ
で
、
私
の
所
へ
晩
方
、
あ
れ
は
三

災
で
一
ば
い
飲
ん
で
い
た
の
か
な
：
：
：
。

柏
木そ

れ
は
、

す
。

続
不
知
へ
行
つ
て
の
帰
り
で

細
川そ

う
そ
う
、
で
、
そ
の
晩
若
レ
人
た
ち

二
人
が
寄
り
ま
し
て
ね
、
電
気
を
つ
け
る

ま
た
サ
イ
V

ン
が
鳴
っ
て
消
す
で
ね
、
そ

ん
な
P

』
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
改
造
社
に
、

「
倣
界
史
の

動
向
と
臼
本
」
と
い
う
の
を
奮
い
た
の
が

き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
終
戦
ま
で
監
獄
に

入
っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

司
会こ

こ
に
「
画
報
近
代
百
年
史
」
と
レ
う

の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
、

泊
事
件
の

発
端
に
な
っ
た
問
題
の
写
真
と
い
う
の
が

出
て
お
り
ま
す
c

細
川紋

左
か
ど
こ
か
で
ぬ
っ
た
も
の
で
し
ょ

κ
，J

。
司
会こ

れ
は
紋
左
の
露
路
で
し
ょ
う
。

柏
木

＋
＆F
J

0

 

4
1
 

句
会ま

あ
、
こ
う
ir
う
関
係
で
、

ニ
こ
に
お

い
で
に
な
る
紋
左
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
証

人
な
ん
か
で
し
ば
し
ば
警
祭
、
あ
る
い
は

検
事
局
な
ど
へ
引
っ
ぱ
ら
れ
ま
し
た
そ
’
フ

で
す
ね
。

柚
木え

込
、
横
浜
か
ら
、

一二

t
開

M
も
検

事
、
判
事
が
き
て
、
，
て
の
度
に
川
て
こ
レ

山
て
こ
い
で
、
何
凶
で
も
つ
な
が
れ
て
い

た
も
の
で
す
み

細
川刊

以
後
の
止
め
か
、
私
に
聞
き
た
い
と
．
け

っ
て
ね
、
横
浜
か
ら
来
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
に
、
隣
の
部
鰻
で
だ
れ
か

聞
か
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
も
う
亡
く

な
り
ま
し
た
が
、

一
一
一
笑
の
お
や
じ
さ
ん
、

あ
の
人
は
大
き
い
声
で
ど
な
ら
れ
て
い
た

け
れ
ど
も
‘
小
さ
い
声
で
答
え
て
い
た
で

す
ね
、
（
笑
い
）
向
う
で
は
、
で
き
る
た

け
自
分
の
方
の
思
惑
に
引
っ
ぱ
り
込
も
う

と
す
る
け
れ
ど
も
、
三
笑
の
お
や
じ
は
、

こ
れ
は
楽
な
も
ん
で
す
わ
、
「
何
を
言
っ

て
る
ん
だ
」
ぐ
ら
い
の
腹
で
返
答
し
て
い

る
ん
で
す
ね
、
声
が
小
さ
く
て
、
犯
は
隣

に
い
た
け
れ
ど
、
わ
か
ら
な
い
よ
う
な
小

さ
な
声
で
し
た
。
お
気
の
海
な
の
は
、
ち

ょ
う
ど
そ
の
と
き
に
三
笑
の
奥
さ
ん
が
亡

く
な
っ
た
ん
で
す
。

柚
木草

野
さ
ん
に
入
院
さ
れ
て
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
と
き
は
調
べ
ら
れ
て
い

る
と
－
き
だ
っ
た
ん
で
す
。

草
野

あ
あ
、
あ
の
と
き
か
、
第
六
さ
ん
も
具

合
が
悪
い
と
い
っ
て
診
に
い
っ
た
、
あ
の

と
き
じ
宇
な
レ
で
す
か
。

細
川そ

の
あ
と
先
で
し
ょ
う
ら

大
菅細

川
さ
ん
、
共
・
姪
党
と
細
川
嘉
J

ハ
さ
ん

の
関
係
で
す
が
、
嘉
六
さ
ん
は
、
大
学
を

川
わ
れ
て
か
ら
、
社
会
科
学
の
権
威
者
と

し
て
、

大
阪
研
究
所
に
お
ら
れ
た
ん
で
す

か
、
そ
の
と
き
は
共
政
党
員
じ
ゃ
な
い
と

思
う
ん
で
す
が
。

細
川も

ち
ろ
ん
で
す
ら

大
菅い

つ
ご
ろ
共
産
党
に
：
：
：
む

細
川そ

の
頃
は
で
す
ね
、
う
の
何
回
、
た
か
の

討
で
政
府
の
方
で
調
べ
て
か
た
け
れ
ど
も

シ
ン
バ
と
い
う
将
度
で
し
て
ね
、
共
産
党

入
党
は
終
戦
後
で
す
。

著
書

「世
界
の
動
向
と
日
本
」
の
概

要
と
無
暴
な
軍
部
の
指
令

と
に
か
く
危
険
だ
か
ら
放
り
こ
ん
で

お
け

野
島記

録
に
見
え
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
先
ほ
ど
出
ま
し
た
よ
う
に
、

「
摘
民

史
」
と
い
う
本
、
民
族
問
題
を
書
い
た
立

派
な
本
で
す
よ
ね、

こ
れ
を
出
版
さ
れ
た

お
念
に
呼
ば
れ
た
ん
で
す
。

た
し
か
翌
十
八
年
の
五
月
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
と
診
に
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た

六

t
七
人
の
う
ち
の

一
人
の
満
鉄
調
査
部
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に
お
り
ま
し
た
西
沢
と
い
う
人
が
、

当
時

の
こ
と
ば
で
、
ち
ょ
っ
と
赤
い
、
と
い
う

こ
と
で
引
っ
ぱ
ら
れ
た
ん
で
す
、
そ
こ
で

西
沢
さ
ん
の
家
を
家
宅
捜
査
を
し
て
お
り

ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
ち
ょ
う
ど
今
司
会
者

の
言
わ
れ
た
写
真
が
で
て
き
た
ん
で
す
ね

そ
こ
で
細
川
嘉
六
さ
ん
と
い
う
人
が
浮
び

上
っ
て
き
た
ん
で
す
。

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
大
本
営
に
平
樹
と

い
う
少
佐
が
い
た
ん
で
す
、
そ
の
少
佐
が

思
想
の
方
を
担
当
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

こ
の
細
川
嘉
六
と
い
う
の
は
ど
こ
の
人
聞

記
、
と
い
う
こ
と
か
ら
調
べ
て
い
ま
し

て
、
ど
う
も
共
産
党
員
で
は
な
さ
そ
う
だ

け
れ
ど
も
、
ど
う
も
そ
の
頃
密
か
れ
た

「
世
界
史
の
動
向
と
日
本
」
の
中
に
、
大

東
亜
戦
争
そ
の
も
の
を
必
ず
し
も
非
難
し

て
は
お
ら
れ
な
い
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
大

東
亜
戦
争
を
遂
行
し
て
占
領
し
た
と
こ
ろ

が
、
こ
れ
は
植
民
地
に
し
て
は
い
か
ん
の

だ
、
日
本
政
府
は
、
民
族
問
題
で
一
番
成

功
を
遂
げ
て
い
る
ソ
連
の
民
族
政
策
を
ま

ね
て
や
っ
た
ら
成
功
す
る
、
と
、
こ
う
い

う
文
句
が
、
ま
あ
あ
る
ん
で
す
。
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そ
う
し
た
と
こ
ろ
が
、
こ
の
平
櫛
少
佐

は

t
ま
あ
、
こ
の
人
は
、
社
会
主
義
が
何

か
共
産
主
義
が
何
か
わ
か
ら
ん
人
だ
っ
た

ん
で
す
が
、
と
に
か
く
危
険
だ
、
と
い
う

こ
と
で
や
っ
た
と
こ
ろ
が
、
神
奈
川
県
普

で
は
、
軍
部
が
そ
れ
だ
け
習
う
の
な
ら
大

変
で
あ
る
、
引
っ
ぱ
っ
て
こ
い
、
と
い
う

こ
と
で
や
っ
た
ん
で
す
が
、
あ
の
本
だ
け

で
は
当
時
の
判
事
が
雷
っ
て

い
る
よ
う

に
、
と
て
も
共
産
主
義
者
だ
と
い
う
ふ
う

に
は
な
ら
な
い
と
い
い
な
が
ら
、
と
に
か

く
ま
あ
、
放
り
こ
ん
で
お
け
、
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
と
い
う
の

が
い
わ
ゆ
る

「
泊
事
件
」
な
ん
で
ナ
。

し
か
し
、
細
川
さ
ん
と
い
う
方
は
立
派

な
人
で
、
大
内
兵
衛
き
ん
な
ん
か
も
ほ
め

て
お
ら
れ
ま
す
。
著
書
で
も
、
米
騒
動
の
こ

と
な
ん
か
で
も
多
少
書
い
て
お
ら
れ
ま
す

け
れ
ど
も
、
や
は
り
「
植
民
史
」
と
、
最
後

の
「
世
界
史
の
動
向
と
日
本
」
と
い
う
の
は

朝
日
町
と
し
て
は
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で
す
。

銀
行
の
設
立
と
取
り
つ
げ

騒
ぎ

金
融
緩
聞
の
発
生
と
統
合

司
会政

治
の
お
話
も
、
ま
だ
ま
だ
尽
き
る
と

こ
ろ
を
知
ら
ず
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が

こ
こ
で
ち
ょ
っ
と
話
題
を
変
え
て
、
疏
通

関
係
の
話
に
ふ
れ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す

．刀

明
治
十
年
代
に
は
臼
本
に
も
著
名
な
銀

行
が
設
立
さ
れ
、
二
十
七
伝
頃
に
は
冨
山

県
に
も
、
あ
ち
こ
ち
に
銀
行
が
雨
後
の
街

の
よ
う
に
で
き
て
お
り
ま
す
が
、

大
平
さ

ん
、
何
か
そ
の
話
に
つ
い
て
ご
ぞ
ん
じ
あ

り
ま
せ
ん
か
。

大
平
鉄

志
の
知
っ
て
い
る
銀
行
は
、
現
在
の
北

陸
銀
行
の
あ
る
場
所
に
、
泊
銀
行
、
そ
れ

に
、
現
在
の
梅
沢
家
具
店
の
隣
に
あ
っ
た

黒
東
銀
行
、
ま
た
中
町
の
所
へ
来
て
、
前

の
梅
沢
家
具
店
の
所
に
あ
っ
た
、
竹
内
銀

行
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
し
て
後
に
、
黒
東
銀
行
と
泊
銀
行
と

藤
井
＋
＝
一
郎
氏

明
治
時
代
、
既
に
基
盤
整
備
の
実
行
と

農
業
協
同
組
合
形
式
の
農
村
経
営
の
実
施

農

業

変

せ

が
合
併
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
録
後

に
北
陸
銀
行
が
で
舎
た
、
と
そ
う
い
う
ふ

う
に
き
い
て
お
り
ま
す
。
竹
内
銀
行
は
そ

の
ま
ま
．た
っ
た
ん
で
す
が
取
り
つ
け
騒
がE

ま
で
起
き
私
の
叔
父
な
ど
も
大
変
迷
惑
を

こ
う
む
っ
た
と
き
い
て
お
り
ま
す
。

司
会大

正
初
年
で
す
か
、

あ
の
と
り
つ
け
騒

農
業
の
先
覚
者
舟
川
新
の

旬
4』
:zx そ

う
で
す
か
、
ま
あ
、
あ
と
で
ま
た
何

の
話
の
き
っ
か
け
で
金
融
の
話
も
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
。

明
治
十
七
年
忙
は
じ
め
て
県
が
農
業
政

策
に
カ
を
入
れ
は
じ
め
、
そ
し
て
明
治
二

十
五
年
に
は
じ
め
て
農
会
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
、
で
、
い
ろ
ん
な
面
か
ら
、
特
に

米
．
つ
く
り
と
い
う
立
場
か
ら
県
も
相
当
力

を
入
れ
て
き
て
い
る
、
こ
れ
に
閲
し
て
で

す
ね
、
い
ろ
い
ろ
、
米
の
品
種
改
良
の
問

題、

あ
る
い
は
附
随
し
た
農
業
経
営
の
問

題
な
ど
、
相
当
年
を
追
っ
て
力
を
入
れ
て

い
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
明
治
中
ご
ろ
か
ら
後
に
か
け

て
の
農
業
政
策
と
か
い
う
問
題
に
つ
い
て

朝
日
町
の
状
況
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
舟
川
新
の
山
崎
さ
ん
が
見
え

て
お
い
で
に
な
り
ま
す
の
で
、
殊
に
耕
地

盤
埋
に
つ
き
ま
し
て
は
県
下
で
も
先
進
的

ぎ
は
。

大
平
鉄

回
和
六

t
七
年
頃
じ
ゃ
な
い
で
す
か
、

そ
れ
か
ら
、
今
の
相
互
銀
行
で
す
が
、
そ

の
前
身
は
東
さ
ん
の
無
尽
講
、
ま
た
、
新

川
信
用
金
庫
は
、
泊
の
信
用
金
庫
と
合
併

し
て
今
日
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
た
も
の

で
す
。

の

ん

な
政
策
を
、
舟
川
新
地
区
で
行
な
っ
て
い

る
よ
う
な
記
録
も
あ
り
ま
す
の
で
、
山
崎

さ
ん
、
ひ
と
つ
、
そ
う
い
う
話
か
ら
農
業

政
策
に
つ
い
て
：
：：
。

山
崎長

家
の
方
が
少
い
の
で
わ
か
る
か
ど
う

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
昭
和
二
十
年
と
い

う
と
終
戦
の
年
で
す
が
、
こ
の
年
の
十
一

月
に
、
農
業
調
整
法
と
い
う
も
の
が
で
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
占
領
軍
の
指
示
に
基

づ
く
も
の
で
す
が
、
と
に
か
く
地
主
は、

農
地
を

一
町
歩
だ
け
残
し
て
全
部
解
放
し

ろ
、
小
作
の
方
は
、
北
海
道
は
五
町
以

内
、
内
地
は
三
町
以
内
、
そ
れ
だ
け
の
も

の
は
従
前
ま
で
作
っ
て
い
た
田
ん
ぼ
を
や

っ
て
も
よ
い
、
と
い
う
わ
け
で
、
い
わ
ゆ

る
農
地
解
放
が
行
な
わ
れ
た
わ
け
で
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
今
ま
で
の
小
作
人
と

し
て
は
、
か
中
貢
を
払
っ
て
作
っ
て
い
た
も

の
が
全
部
白
分
の
も
の
に
な
る
ん
で
す
か

ら
、
ど
う
し
て
も
生
産
に
意
欲
が
出
て
き

ま
ず
し
、
生
産
の
増
強
に
も
つ
な
が
る
わ

け
で
す
が
、
終
戦
の
四

t
五
年
前
か
ら
人

的
に
も
不
足
し
、
肥
料
も
欠
乏
し
て
い
た

た
め
非
常
に
生
産
が
低
下
し
て
国
民
も
政

府
も
非
常
に
食
糧
難
に
苦
し
ん
だ
わ
け
で

す。
従
っ
て
終
戦
後
も
、
ア
メ
リ
カ
の
救
護

物
資
を
配
給
し
て
も
ら
っ
て
ど
う
に
か
命

を
つ
な
い
で
い
た
ん
で
す
。

そ
こ
で
政
府
も
す
ぐ
に
地
産
策
を
鵠
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
、
増
産

綿
一

主
義
で
、
い
ろ
ん
な
法
律
を
出
し
ま

し
た
。土

地
改
良
法
、
そ
れ
か
ら
、
北
海
道
、

東
北
、
北
陸
の
よ
う
な
、
半
年
近
く
も
雪

の
中
に
い
る
と
い
う
よ
う
な
町
村
に
対
し

て
は
、
積
叩
培
法
、
等
の
法
俸
を
出
し
ま
し

て
、
用
排
水
の
改
修
と
か
、
陪
き
よ
排

水
、
そ
れ
か
ら
農
道
改
修
、
客
土
、
さ
ら

に
コ
ン
ク
り
l

ト
畦
畔
の
構
築
と
い
う
よ

う
な
増
産
対
策
を
講
じ
て
や
っ
て
き
た
わ

け
で
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
加
え
て
、
化
学
肥
料
、
度
第
な

ど
非
常
に
新
し
い
効
率
の
高
い
も
の
が
ど

ん
ど
ん
出
て
き
ま
し
て
実
際
に
米
は
非
常

に
増
産
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
背
年
時
代
の
倍
以
上
の
米
が

と
れ
て
い
る
ん
で
す
。

な
に
も
政
府
は
う
ろ
た
え
る
こ
と
は
な

い
よ
う
な
も
の
で
す
け
れ
ど
、
研
究
不
足

と
い
う
も
の
か
、

と
り
わ
け
、
以
前
に
河

野
さ
ん
が
お
ら
れ
た
と
き
に
、

ど
う
し
て

も
食
管
法
を
改
正
し
な
一
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
米
は
あ
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た、

と
い
う
こ
と
を
ぎ
わ
れ
た
と
い
う
の
で
最
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民
団
体
が
非
常
に
反
撃
し
て
き
た
ん
で
す

け
れ
ど
も
、
や
は
り
こ
と
し
の
豊
作
な
ど

か
ら
食
管
法
を
改
正
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
こ
の
ま
ま
で
は
ど
う
す
る
か
、

ひ
い
う
問
題
が
で
て
お
り
ま
し
て
、
ど
う
し

て
も
食
管
法
は
改
正
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
い
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
覚
悟
し
て

い
る
よ
う
な
わ
け
な
ん
で
す
。

増
産
対
策
は
、
そ
の
ほ
か
に
で
す
ね
、

各
農
業
改
良
普
及
所
に
、
農
業
改
良
普
及

員
と
い
う
も
の
が
お
り
ま
し
て
、
い
ろ
ん

な
食
業
改
良
の
問
題
を
研
究
し
、
普
及
し

て
お
り
、
ま
た
共
済
組
合
も
あ
っ
て
、
災

害
の
と
き
の
共
済
事
業
、
さ
ら
に
病
虫
害

対
策
と
い
う
よ
う
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、

と
に
か
く
米
は
た
く
さ
ん

と
れ
て
い
ま

す
。

さ
町
会明

治
三
十
二
年
に
は
じ
め
て
県
が
耕
地

整
理
と
い
う
も
の
を
や
っ
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
数
年
後
の
明
治
三
十
五
年
に
舟

川
新
地
区
が
非
常
に
近
代
的
な
耕
地
整
理

を
や
っ
て
い
ま
す
が
、
あ
の
時
代
に
あ
の

よ
う
な
こ
と
を
よ
く
や
れ
た
も
ん
だ
と
思

う
ん
で
す
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
。

あ（新議会A斜）第1必号

山
崎昭

和
三
十
六
年
に
農
業
基
本
法
と
い
う

も
の
が
で
き
ま
し
て
、
そ
れ
に
基
い
て
基

盤
整
備
を
や
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

ち
ょ
う
ど
私
の
所
に
藤
井
十
三
郎
さ
ん
と

い
う
方
が
お
ら
れ
ま
し
て
、
明
治
三
十
一

年
に
耕
地
盤
理
に
先
べ
ん
を
つ
け
た
と
記

録
に
・
い
て
あ
り
ま
す
。

(7) 

そ
の
と
舎
は
、
－

反
歩
区
画
の
耕
地
整

理
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
頃
と

こ
汽
ノ

し
て
珍
ら
し
い
こ
と
に
は
、
村
の
真
ん
中

に
幹
線
道
路
を
作
り
ま
し
て
、
そ
の
両
側

に
民
家
を
集
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
衛
生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ

の
頃
は
既
に
時
計
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

天
気
の
良
い
日
は
磁
石
を
出
し
て
針
を
大

陽
に
合
わ
せ
て
、
お
恩
に
な
る
と
大
鼓
を

た
た
い
て
十
二
時
を
知
ら
せ
た
も
の
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
共
同
浴
場
は
も
ち
ろ
ん

作
る
し
、
倉
庫
を
建
て
、
肥
料
の
共
同
購

入
、
米
の
共
同
出
荷
も
や
断
つ
’
た
わ
け
で
－

ナ
、
そ
の
と
き
に
副
委
員
長
を
や
っ
て
お

ら
れ
た
山
崎
市
次
郎
さ
ん
が
、
昨
日
県
で

表
彰
を
受
け
て
お
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

ま
あ
、
そ
ん
な
わ
け
で
消
防
ポ
ン
プ
も

購
入
す
る
し
、

今
か
ら
み
る
と
、
産
業
協

同
組
合
の
よ
う
な
組
織
が
動
い
て
い
た
ん

じ
平
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
時
組
織
が

あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ
た
の
か
わ
か
り
ま

せ
ん
が
、
あ
と
に
残
っ
た
私
た
ち
は
非
常

に
う
ま
く
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

ま
あ
、
現
在
農
業
基
本
法
に
基
い
て
基

盤
整
備
を
や
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
政

府
の
実
際
の
考
え
で
は
、
こ
れ
は
第
一
段

階
で
は
な
か
ろ
う
か
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。
第
二
段
階
、
第
三
段
階
と
い
う
の
は

政
府
は
考
え
て
い
る
ん
だ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
け
れ
ど
も
、
果
た
し
て
そ
の
通
り
に

農
操
が
動
く
か
ど
う
か
知
り
ま
せ
ん
が
、

そ
う
思
い
ま
す
ね
。

特
に
ま
た
食
管
法
の
問
題
も
ご
ざ
い
ま

す
し
、
農
民
も
今
ま
で
の
よ
う
な
楽
な
わ

け
に
い
か
ん
の
じ
ゃ
な
い
か
も
う
一
度
考

え
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
、
こ
う
い
う
嵐
に
考
え
て
い
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
。

朝
日
i
入
替
地
区
を
美
固

化
し
た
四
千
石
用
水
と
舟

見
野
用
水

伊
東
彦
四
郎
翁
の
偉
徳

司
会と

こ
ろ
で
、
農
業
の
発
既
成
に
つ
含
ま
し

て
一
番
根
本
的
な
も
の
は
用
水
の
問
題
だ

と
思
う
ん
で
す
が
、
四
千
石
用
水
や
、

舟

見
野
用
水
の
建
設
に
つ
い
て
、
当
時
の
関

係
者
の
方
々
は
非
常
な
労
苦
を
し
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
、
舟
川

新
地
区
に
耕
地
整
理
が
行
な
わ
れ
た
時
代

に、

こ
ち
ら
の
方
に
大
水
害
が
あ
り
ま
し

て
ね、

小
川
、
境
川
な
ど
が

一
斉
に
は
ん

ら
ん
し
て
大
洪
水
に
な
っ
た
記
録
な
ど
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
関

連
し
て
、
用
水
問
阻
に
つ
い
て
、
富
岡
さ

ん
何
か
・・・
・・
・。

富
岡田

千
石
用
水
の
名
称
は
ど

F

』
か
ら
を
た

か
と
申
し
ま
す
と
、
そ
の
用
水
の
海
部
草

高
を
集
計
し
た
も
の
を
言
う
わ
け
で
し

て
、
い
ま
の
大
家
庄
用
水
、
昔
は
下
山
用

水
、
こ
の
用
水
が
開
さ
く
さ
れ
て
か
ら
お

よ
そ
こ
百
年
後
に
着
手
さ
れ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

ぞ
れ
ま
で
は
、
野
中
地
区
は
舟
川
の
沿

岸
だ
け
が
開
拓
さ
れ
て
い
て
、
あ
と
は
不

毛
の
地
．
た
っ
た
わ
け
で
す
。

用
水
は
、
愛
本
柵
の
下
か
ら
取
り
入
れ

ま
し
て
、
延
長
約
二
皐
、
南
北
に
一
旦
聞

き
く
さ
れ
、
野
中
の
西
中
と
い
う
所
で
東

西
に
折
れ
て
－
星
、
。山
崎
に
ま
で
入
っ
て

舟
川
に
放
流
さ
れ
て
レ
る
わ
け
で
す
。

取
り
入
れ
口
は
黒
部
川
の
本
流
を
せ
会

と
め
て
作
ら
れ
た
た
め
、
毎
年
春
先
に
は

数
百
人
の
人
夫
を
繰
り
出
し
て
大
変
な
苫

労
だ
っ
た
も
の
で
す
。

今
は
そ
の
水
路
も
、
発
電
に
利
用
さ
れ

水
揚
げ
の
労
苦
も
全
く
な
く
な
り
ま
し
た

こ
と
は
全
く
ム
ユ
自
の
感
に
た
え
ま
せ
ん
臼

司
会用

水
が
完
成
し
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
す

か
。

富
岡下

山
用
水
が
四
五

O
年
ぐ
ら
い
前
に
で

き
て
い
る
ん
で
す
か
ら
三
百
年
近
く
に
な

り
ま
し
ょ
う
カ
。

山
岡い

ま
用
水
関
係
の
お
話
が
出
て
お
り
ま

す
が
、
関
連
し
ま
し
て
、
伊
東
彦
悶
郎
さ

ん
が
舟
見
野
用
水
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
伊
東
礼
三
さ
ん
の
何
代
前
の
彦
四
郎

さ
ん
で
す
か
。

伊
東四

代
ん
、
ら
い
前
か
と
思
い
ま
す
が
。

山
岡そ

う
し
ま
す
と
今
か
ら
ど
れ
く
ら
い
前

で
す
か
。

伊
東一

六

0
1
七
O
年
前
じ
ゃ
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

山
岡

四
千
石
用
水
は
そ
の
前

に
で
き
た
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
、
そ
こ
で

話
を
そ
ら
す
よ
う
で
す
が
、
ず
っ
と
前

に
舟
見
野
用
水
の
タ
イ
マ
ツ
を
つ
け
た
壮

大
な
お
祭
に
列
席
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で

そ
う
す
る
と
、

す
が
、
そ
の
と
き
に
非
常
に
感
銘
し
た
こ

と
を
い
ま
で
も
お
ぼ
え
て
お
り
ま
す
が
、

舟
見
野
用
水
と
か
う
の
は
、
も
と
も
と
密

林
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
、
伊
東
彦
四
郎
さ

ん
が
、
前
回
侯
の
命
を
う
け
て
あ
そ
こ
へ

集
水
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
偉
大
な

鍬
織
に
対
し
て
、
舟
見
野
用
水
の
お
宮
で

は
今
で
も
盛
大
な
お
祭
を
し
て
い
る
ん
で

す
が
、

こ
の
よ
う
な
朝
日
町
の
先
覚
者
で

あ
り
功
労
者
で
あ
る
人
を
、
朝
日
町
と
し

て
は
行
在
所
の
保
存
も
大
切
で
す
が
』」
う

い
っ
た
先
覚
者
の
遭
穂
を
し
の
ぶ
も
の
を

錯
す
ベ
ま
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

司
会大

安
寺
の
境
内
に
顕
彰
碑
が
あ
る
こ
と

は
あ
る
ん
で
す
が
。

山
岡あ

る
ん
で
す
か
、
こ
れ
は
認
識
不
足
で

し
た
。
亦
小
川
の
宝
り
で
す
。

閉
会や

は
り
附
随
し
て

一
年
に
一
回
ぐ
ら
い

何
か
顕
彰
会
的
な
こ
と
を
行
っ
て
も
い
い

と
思
い
ま
す
ね
。

野
島い

ま
、
伊
東
彦
四
郎
さ
ん
の
話
が
出
ま

し
た
が
、
町
の
教
育
委
員
会
で
は
、
お
墓

を
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
て
ね
、
常
光
寺

の
と
こ
ろ
に
第
示
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
か

ら
先
ほ
ど
山
岡
さ
ん
の
質
問
に
伊
東
さ
ん

が
お
答
え
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
一
七
O

年
と
い
う
の
は
結
構
だ
と
思
い
ま
す
け
れ

ど
も
、
四
代
前
と
お
っ
し
苧
っ
た
よ
う
に

お
ぼ
え
て
い
る
ん
で
す
が
、

六
代
前
な
ん

で
す
。

（次
号
に
震
〈）

品
且
Y

，a唱
I



(8) 

間

調

国

民

喝

咽

保
険
料
は

田
昌
幅

は
や
め
に
納
め
ま
し
ょ
う

隠

闘

一
月
二
五

O
円

よ
こ
0
0円

…

噌

組

一

ね
ん
き
ん
保
険
料
が
…

m．
ヨ
剖

一
あ
な
た
の
将
来
を
守
り
ま
す

一

草
書
店頃
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
ま

し
た
か
、
せ
っ
か
く
加
入
し
て
い
て
も
保

険
料
を
納
め
な
い
人
は
ぞ
の
思
恵
を
う
け

ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
停
を
と
っ
て
働
け
な
く
な

っ
た
と
き
に
受
け
る
老
令
年
金
や
、
ケ
ガ

や
病
気
に
な
っ
た
と
き
に
受
け
る
、
障
宮

年
金
、
ま
た
夫
と
死
別
し
た
と
主
に
受
け

る
ほ
子
年
金
な
ど
も

一
定
の
期
間
、
滞
納

が
な
く
納
め
て
い
な
け
れ
ば
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。
ま
た
近
年
、
生
活
水
準
の
向
上
に

と
も
な
い
今
年
は
年
金
額
の
大
幅
な
引
き

上
げ
を
は
じ
め
制
度
の
内
容
も
い
ろ
い
ろ

と
改
正
す
る
よ
う
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
納
め
忘
れ
て
い
る
人
は
、
す

ぐ
に
納
め
る
こ
と
が
肝
心
で
、
む
う
一
度

年
金
手
帳
を
お
調
べ
く
だ
さ
い
。

年

金

昭和44年 3月 10日
月 刊（毎月 10日発行）ひさあ

ー

子

供

を

l
i

l

－－

「
｜
交
通
禍
か
ら
守
ろ
う
し

（＝溜鎚鎚見）第163号

交
通
安
全
の
し
つ
け

子
ど
も
の
い
た
ま
し
い
交
通
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
は
、
学
校
ば
か
り
に
安
会
教
育

を
ま
か
せ
な
い
で
、
家
睦
で
の
し
つ
け

こ

そ
大
切
で
す
G

と
く
に
新
し
い
一
年
全
に

は
、
徹
底
し
た
安
全
の
し
つ
け
を
し
た
レ

も
の
。ま

ず
、
外
出
す
る
と
き
は
、
行
先
を
必

ず
聞
き
、
帰
宅
附
聞
を
厳
守
さ
せ
ま
し
ょ

。

柏町
ノ

朝
は
、
出
か
け
る
ま
で
に
十
分
な
時
間

を
と
り
、
あ
わ
て
て
官
校
し
な
い
期
間
慣
を

つ
け
る
こ
と
。
厚
地
用
だ
と
身
の
動
き
が
に

ぶ
く
な
る
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
軽
装

で
。
し
つ
け
る
と
き
は
、
た
だ
の
保
護
で

な
く
、
子
ど
も
の
自
主
性
も
育
て
る
よ
う

に
。
同
時
に
子
ど
も
の
性
質
に
応
じ
た
し

つ
け
方
を
す
る
こ
と
で
す
。

中
学
生
と
の
懇
談

会

も
う
す
ぐ
半
築
。
そ
し
て
中
学
入
学
。

大
・ざ
い
期
待
と
多
少
の
不
安
を
抱
く
小
学

六
年
生
と
し
て
は
中
学
の
操
子
を
U
T
く
知

り
た
い
と
い
ベ
ノ
蹴
い
の
表
わ
れ
と
し
て
白

校
出
身
の
小
学
先
放
を
招
レ
て
二
川
二
十

四
日
脱
税
金
を
附
い
た
。

中
学
校
側
か
b
の
次
の
よ
う
な
事
柄
に

つ
い
て
説
明
を
き
い
た
あ
と
、
先
裁
に
対

す
る
質
問
が
活
様
に
行
わ
れ
た
。
新
し
し
V

教
科
英
語
技
術
に
つ
い
て
、
学
校
の
・
き
ま

り
、
ク
ラ
プ
活
動
、
自
転
車
通
学
に
、
服

装
等
質
問
を
5
け
る
先
輩
を
た
じ
た
じ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
o

僅
か
一
時
間
で
は
あ
っ

た
が
極
め
て
有
意
義
で
あ
っ
た
ω

人
写
真
は
V
南
保
小
学
校
に
お
け
る

対
談
風
景

八
写
真
V就

学
児
の
半
日
入
学
風
景

E

ー
も
う
す
ぐ
一
年
生

l
l
I

－

就

学

児

の
牟
日
入
学
し

四
月
よ
り
新
し
く
小
学
校

一
年
生
と
し

て
入
学
す
る
児
蛍
の
た
め
に
、
各
校
で
は

健
康
診
断
や
半
日
入
学
を
し
て
、
就
学
児

の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、
適
正
な
指
識

を
行
っ
て
い
る
が
、

F

」の判
刊
行
わ
れ
た
泊

小
学
円
入
学
に
よ
る
と
、
今
年
の
新
一
年

生
は
身
体
的
に
は
背
過
で
あ
る
が
、

－A
集

づ
か
い
が
よ
く
、
は
っ
き
り
し
て
い
て
正

し
い
学
習
へ
立
ち
む
か
う
態
度
が
よ
く
で

き
て
い
る
ニ
七
七
、
え
ん
び
つ
の
持
ち
方

書
き
方
が
よ
く
な
か
っ
た
し

的
小
で
は
、
自
分
の
力
で
・
円
分
の
追
を

切
り
結
い
て
い
く
た
く
ま
し
い
勇
気
の
あ

る
子
ど
も
を
育
て
た
い
と
願
っ
て
い
γ

る
’J

そ
の
に
め
に
は
、
一
年
の
と
き
か
ら
た
た

き
こ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

1
教
育
は
、

子
ど
も
の
す
ば
ら
し
i
本
聞
を
引
企
川
す

こ
と
で
あ
り
、
テ
ス
ト
の
は
紺
な
ど
に
こ

だ
わ
ら
な
い
で
、

一
人
一
人
を
梓
重
し
て

子
ど
も
た
り
の
人
少
を
充
実
し
一
た
も
の
に

し
て
や
っ

て
ほ
し
い
、

と
の
こ
と
で
あ
っ

た。

「明
治
を
し
の
ぶ
郷
土
の
今
昔
」

aは
τ

，o
n
L

を
終
る
に
当
っ
て

昭
和
四
十
三
年
は
、
明
治
維
新
以
来
、

こ
の
企
画
を

一
応
終
了
す
る
こ
と
の
出
来

百
銭

、
広
報

「
あ
さ
ひ
」
は
、
こ
の
日
本

た
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
協
力
、
ご
支
援
を

歴
史
の
中
の
近
世
に
お
け
る
一
大
安
換
期
た
ま
わ
っ
た
各
位
に
対
し
深
甚
の
敬
意
を

を
と
ら
え
て
、
郷
土
朝
日
町
の
発
殴
変
遷
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

の
あ
と
を
ふ
り
か
え
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
「
明
治
を
し
の
ぶ
郷
土
の
今
昔
」

四
月
号
（
一
五
二
号
〉
の
出
回
一
践
の
こ
と
の
企
画
に
花
を
そ
え
て
も
ら
っ
た
の
は
、

ば
と
し
て
、
わ
が
ふ
る
さ
と
を
．

政
治
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
如
く
、

十

一
月
三

経
梼
産
業
等
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
、
ふ
り
日
（
か
つ
て
の
明
治
節
の
日
）
に
開
催
さ

か
え
っ
て
見
て
、
そ
し
て
あ
ら
た
な
る
希
れ
た
、
明
治
百
年
を
語
る
座
談
会
の
記
事

望
と
決
意
の
も
と
、
新
時
代
建
設
に
ま
い
で
あ
っ
た
。
十
二
ヶ
月
の
企
画
で
つ
く
せ

進
す
る
朝
日
町
の

一
指
針
た
ら
し
め
よ
う
ぬ
聞
は
こ
の
肢
談
会
に
よ
っ
て
、
一
応
力

と

試

み

た

。

バ

ー

す

る

こ
と
が
で
き
た
と
い
っ
て
よ
か

然
し
、
半
世
紀
の
此
闘
で
あ
る
明
治
時
代
ろ
う
。

の
郷
十
に
つ
い
て
の
写
真
や
資
料
は
相

と

朝

日

町

の

全

世
帯
に
月
4
、
配
布
さ
れ

も
な
わ
な
い
γ

も
の
が
あ
っ
て
、
編
集
子
の

る
広
報
宏
、
町
民
各
位
に
よ
り
親
し
み
の

意
に
も
そ
わ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
り
、
従
つ
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
、
標
題
等

て
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
も
お
こ
た
真
や
そ
れ
に
と
も
な
う
記
事
の
企
画
は
、

え
す
る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
5
ら
み
が
編
集
委
員
会
と
し
て
管
の
折
れ
る
こ
と
な

あ
っ
た
。
一
月
号
を
除
く
、

十

一
ヶ
月
に
の
で
あ
る
。
町
民
各
位
の
、
助
言
、
支
援

わ
た
る
琵
載
に
は
、
各
方
面
か
ら
の
資
料
を
期
待
す
る
に
切
な
る
も
の
が
あ
る
。

当

真

の

提

供

な

ど

あ

っ

て

、

と

も

角

に

も

編

集

委

員

長

九

里

道

守

B
F

で

a
d

ま

4

W
噛
咽

．．．．． ，
火

山

山

吋

担

炉

ご

・

・

〆

臨

ハり引
創

q
a
j
y
d
l
－

，

持

。
ら

ι

F

・v・－’
d
司

a

，

a
E

い
尚
氏

当
斤
b

J

H

M

川
市
川

霊
J
Z
＼
の

パ

主

ー
：
；

R

h

F

J

U

川

い

川

＼

月

午

民
〆
一
へ

e
t＼

3
時

所

l
F
E
b－
－

t

u
場

＠
巡
回
交
通
事
故
相
談
所

二
九
川
リ

．

i

Z

2

1

3

’4
』
ル
円

J
1叫
h
A
H内
L
r
e

午
後
三
時
ま
で

1
・
f

H
I
r
－－

t
i
－－

、

1

坊

砂

山
w
l
m
け。
叶
フ
f
一弘
品
開

交
通
期
般
に
よ
り
被
心
的
を
受
け
た
人
、

メ
は
そ
の
家
族
か
ら
の
附
加
害
防
償
、
一
史
小
r

．

M
依
護
等
の
問
題
を
お
持
ち
の
方
は
気
特
に

・」
相
談
く
だ
さ
い
ω

（
総
務
課
）

時

－
美
術
刀
剣
等
の
登
録
に

つ
い
て

一
二
月
か
ら
県
下
の
美
術
銃
砲
刀
剣
矧
の

一
斉
調
査
が
突
鈍
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
ω

米
資
録
の
も
の
や
新
た
に
譲
受

け
た
も
の
、
相
続
に
よ
り
取
得
さ
れ
た
も

の
、
住
所
を
変
更
な
ど
該
当
の
方
は
富
山

県
教
育
委
民
会
の
柱
会
教
育
謀
に
手
続
き

々
す
ま
せ
て
下
さ
い
υ

手
続
き
用
紙
は
朝

日
町
教
育
委
員
会
に
準
備
し
て
あ
り
ま

す
。f'.¥J編
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